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同期の桜
昭和の大戦の時、海軍予科練習生の同級生が華々しく散る姿を櫻花に喩えた歌を、特攻
隊員が好んで歌唱し、命を賭して敵艦に突撃したと伝わる。歴史の悲しさがやるせない。
「平成」最後の桜が、美しく心を寄せ合い平和を願う皆同期の人々の「令和」に受け継が
れる。 弁護士　福井大海
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活
動
報
告

遠
藤
現
代

り
す
セ
ン
タ
ー
・
新
木
場
　
セ
ン
タ
ー
長
補
佐

　

２
０
１
９
年
２
月
、
厳
し
い
寒
さ
が

続
く
日
本
を
２
週
間
ほ
ど
離
れ
、
タ
イ

王
国
を
訪
問
。
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｖ
Ａ
（
ゴ

ン
ゴ
バ
）
～
草
の
根
国
際
協
力
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
～
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｖ
Ａ
と
は
、
川
嶋
辰
彦

先
生
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
草
の
根
国
際
協
力
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
理
事
長
、
学
習
院
大
学
名

誉
教
授
）
が
手
掛
け
る
国
際
協
力
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、
１
９
９
６
年
よ
り

タ
イ
王
国
北
部
メ
ン
ホ
ー
ソ
ン
地
域
に

て
、
毎
年
２
回
の
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

主
た
る
目
的
は
、『
発
展
途
上
国
内

の
途
上
地
域
に
於
け
る
、
山
村
の
社
会

経
済
発
展
並
び
に
及
び
自
然
環
境
の
保

全
と
利
活
用
』『
参
加
青
年
達
の
成
長

（
青
年
達
の
自
己
実
現
、
自
己
啓
発
、

意
識
改
革
、
器
量
増
大
等
）』『
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
広
く
関
連
す
る
課

題
を
め
ぐ
る
実
証
的
・
理
論
的
調
査
研

究
』
に
な
り
、
毎
回
10
名
ほ
ど
の
日
本

の
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
15
日
朝
８
時
、
東
京
・
羽
田
空

港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
集
合
し
た
学

生
、
川
嶋
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
総
勢
12
名

で
、
経
由
地
で
あ
る
タ
イ
王
国
首
都
バ

ン
コ
ク
に
向
か
い
ま
し
た

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
初
め

て
の
海
外
体
験
と
い
う
学
生
も
い
て
、

意
識
の
高
さ
・
思
い
の
強
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

約
６
時
間
ほ
ど
の
フ
ラ
イ
ト
で
バ
ン

コ
ク
に
到
着
、
国
内
線
に
乗
り
換
え
、

北
部
最
大
都
市
の
チ
エ
ン
マ
イ
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　

チ
エ
ン
マ
イ
は
、
ラ
ー
ン
ナ
ー
タ
イ

王
国
の
首
都
と
し
て
、
メ
ン
ラ
ー
イ
王
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ア
村
へ
向
け
出
発
予
定
で
、
約
３
時
間
の
道
の
り

と
な
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
到
着
後
、
一
行
は
明
日
に

備
え
、
早
々
に
就
寝
し
ま
し
た
。

バ
ン
マ
エ
ホ
エ
ヒ
ア
村
に
到
着

　

２
月
16
日
朝
９
時
、
２
台
の
チ
ャ
ー
タ
ー
車
両

に
分
乗
し
、
出
発
し
ま
し
た
。

　

田
舎
町
へ
向
か
う
道
す
が
ら
、
徐
々
に
姿
を
変

え
て
い
く
街
並
を
眺
め
な
が
ら
、
２
時
間
ほ
ど
走

っ
た
と
こ
ろ
で
道
脇
に
急
停
車
。
何
事
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
こ
の
後
は
未
舗
装
の
山
道
を
走
る
た

め
、
４
Ｗ
Ｄ
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
換
え
が
必
要
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

荷
物
を
移
動
さ
せ
、
参
加
者
の
多
く
は
荷
台
に

乗
り
再
出
発
し
た
途
端
、
で
こ
ぼ
こ
の
山
道
の
激

し
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
！
ス
ピ
ー
ド
を
出

そ
う
も
の
な
ら
、
荷
物
は
お
ろ
か
乗
っ
て
い
る
人

間
ま
で
も
が
振
り
落
と
さ
れ
そ
う
な
、
想
像
以
上

の
悪
路
が
続
き
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
さ
す
が
は
現

地
の
村
出
身
の
運
転
手
、
表
情
ひ
と
つ
変
え
ず
に

車
を
操
り
、
ゆ
っ
く
り
か
つ
着
実
に
、
目
的
地
を

目
ざ
し
、
見
事
な
ハ
ン
ド
ル
さ
ば
き
で
す
。

　

悪
路
に
揺
ら
れ
る
こ
と
１
時
間
余
り
、
山
々
に

囲
ま
れ
た
、
バ
ン
マ
エ
ホ
エ
ヒ
ア
村
に
到
着
し
ま

し
た
。

　

こ
こ
は
95
世
帯
、
人
口
３
２
１
人
の
カ
レ
ン
族

（
彼
ら
は
自
分
た
ち
を
「
パ
ガ
ニ
ョ
」
と
呼
ぶ
）

が
住
む
、
自
然
豊
か
な
小
さ
な
村
で
す
。
電
気
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
に
拠
り
、
水
道
は
沢
の
水
、
ガ
ス

の
代
わ
り
に
薪
を
燃
料
に
。
村
の
公
用
語
は
カ
レ

ン
語
で
、
現
地
で
は
パ
ガ
ニ
ョ
語
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

乾
期
の
炎
天
下
、
我
々
を
出
迎
え
て
く
れ
た
の

は
、
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｖ
Ａ
現
地
担
当
・
富
田
育
磨
氏

（
川
嶋
研
究
室
・
研
究
員
）。

　

早
速
同
氏
に
よ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
村
の
紹
介
、
生
活
す
る
上
で
の
注
意
点
、

に
よ
り
１
２
９
６
年
４
月
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

王
国
の
首
都
と
し
て
そ
の
後
発
展
し
、
ラ
ー
ン
ナ

ー
タ
イ
王
国
が
廃
止
さ
れ
た
現
在
で
も
、
北
部
の

文
化
・
経
済
の
中
心
で
す
。
そ
の
歴
史
の
長
さ
と

文
化
の
豊
か
さ
に
照
ら
し
、
バ
ン
コ
ク
に
次
ぐ
タ

イ
第
２
の
都
市
と
み
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

19
時
チ
エ
ン
マ
イ
空
港
到
着
。
２
月
の
タ
イ
は

乾
期
で
雨
が
少
な
く
、
湿
度
は
低
め
と
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、日
本
の
２
月
と
は
ケ
タ
違
い
に
暑
く
、

す
ぐ
に
全
身
汗
ば
む
ほ
ど
で
し
た
。

　

ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
こ
の
日
の
宿
泊
先
で
あ
る

チ
エ
ン
マ
イ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
へ
。
翌
早
朝
は
、
今

回
の
目
的
地
・
ジ
ョ
ン
ト
ン
郡
バ
ン
マ
エ
ホ
エ
ヒ村 の 入 口

村 の 朝 焼 け
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そ
し
て
、
起
床
か
ら
就
寝
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
夜
の
寝
床
は
、
村
人
か
ら
貸
し
て
も
ら
っ
た

一
軒
家
。
学
生
・
ス
タ
ッ
フ
含
め
12
名
が
一
緒
に

泊
ま
れ
る
２
階
建
て
で
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱

予
防
の
た
め
、
一
人
用
の
蚊
帳
が
個
別
に
張
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

村
で
の
食
事
に
興
味
津
々

18
時
か
ら
夕
食
。
私
を
含
め
、
初
参
加
者
は
、

村
で
い
た
だ
く
初
め
て
の
料
理
と
あ
っ
て
、
興
味

津
々
で
す
。

　

学
生
数
人
で
、
村
人
の
皆
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら

っ
た
夕
食
を
炊
事
場
ま
で
受
け
取
り
に
行
き
、
給

食
ス
タ
イ
ル
で
ひ
と
り
ず
つ
一
皿
に
盛
り
付
け
ま

す
。
米
・
野
菜
中
心
の
料
理
で
、
炒
め
物
、
お
吸

い
物
、
揚
げ
物
と
、
親
し
み
や
す
い
味
付
け
。
た

い
へ
ん
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

食
後
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
21
時
ま
で
談

笑
。
21
時
を
過
ぎ
る
と
ウ
ィ
ス
パ
リ
ン
グ
・
タ
イ

ム
（
さ
さ
や
き
時
間
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
就
寝
時
間
の
22
時
に
向
け
て
の
準
備
タ
イ
ム

で
す
。
村
人
の
就
寝
時
間
が
21
時
と
い
う
こ
と
を

考
慮
し
、
会
話
は
さ
さ
や
き
程
度
の
声
量
で
、
と

い
う
こ
と
を
ル
ー
ル
化
し
た
も
の
で
す
。

22
時
近
く
。
夜
の
し
じ
ま
の
中
、
月
明
か
り
に

照
ら
さ
れ
た
、
ど
こ
か
幻
想
的
な
細
道
を
辿
っ
て

宿
泊
用
の
高
床
式
家
屋
に
向
か
い
、
眠
り
に
つ
き

ま
し
た
。

い
よ
い
よ
作
業
開
始

　

２
月
17
日
早
朝
６
時
。
あ
た
り
は
未
だ
暗
闇
の

中
、
室
内
で
懐
中
電
灯
の
光
が
ひ
と
つ
、
ま
た
ひ

と
つ
と
点
灯
さ
れ
、
徐
々
に
そ
の
数
が
増
え
て
い

一番人気・フライドチキン

彩り豊かなメニューが並ぶ

夜 の ミ ー テ ィ ン グ 風 景水道管の修理を見つめる子どもたち
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８
時
に
富
田
氏
か
ら
、「
本
日
よ
り
２
班
に
分

か
れ
作
業
を
開
始
し
ま
す
。
食
卓
の
こ
ち
ら
側
の

人
が
Ａ
班
、
そ
ち
ら
側
の
人
が
Ｂ
班
で
す
」
と
発

表
が
あ
り
、早
々
に
作
業
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

主
な
作
業
は
、
村
に
あ
る
幼
稚
園
用
の
貯
水
槽

増
設
、
以
前
ま
で
保
健
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い

た
建
物
の
改
築
、
ペ
ン
キ
塗
り
等
。
各
班
に
村
の

職
人
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
全
員
で
作
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

村
の
職
人
は
皆
さ
ん
気
さ
く
で
、
言
葉
が
通
じ

な
い
学
生
た
ち
に
も
現
地
の
パ
ガ
ニ
ョ
語
と
ゼ
ス

チ
ャ
ー
で
、
熱
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
試

み
て
く
れ
ま
す
。
学
生
も
ま
け
じ
と
、
一
言
一
言

発
せ
ら
れ
る
単
語
を
メ
モ
し
、
復
唱
し
て
い
き
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
「
国
際
文
化
交
流
」
が
作
業

中
ず
っ
と
続
き
、
作
業
を
よ
り
楽
し
い
も
の
と
し

て
く
れ
ま
し
た
。

11
時
に
午
前
中
の
作
業
が
終
了
。
語
学
学
習
も

兼
ね
た
作
業
は
と
て
も
刺
激
的
で
、
学
生
た
ち
も

大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

午
後
の
作
業
は
16
時
開
始
。
炎
天
下
の
作
業
で

す
か
ら
全
員
汗
だ
く
で
、
村
人
に
シ
ャ
ワ
ー
の
場

所
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
順
番
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ワ
ー
と
言
っ
て
も
整
っ
た
設
備
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
ト
イ
レ
に
併
設
さ
れ
て
い
る
水
場

で
大
き
な
甕か
め

に
水
を
溜
め
、
そ
れ
を
手
桶
で
体
に

か
け
る
と
い
う
行
水
ス
タ
イ
ル
で
す
。
水
は
真
水

き
︙
全
員
起
床
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
よ
く
お
や
す
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
？
」
と

の
富
田
氏
か
ら
の
問
い
に
、
学
生
た
ち
は
「
ぐ
っ

す
り
で
し
た
！
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
。
初
め
て
の

海
外
体
験
と
は
思
え
な
い
適
応
能
力
の
高
さ
を
見

せ
つ
け
ら
れ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
想
定
外
の
寒
さ
！
熱
帯
気
候
の
タ
イ

が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
寒
い
と
は
！

12
～
13
度
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
体
感
で
は
10

度
以
下
に
思
え
ま
し
た
。
長
袖
の
上
着
を
着
な
い

と
凍
え
る
ほ
ど
の
寒
さ
の
中
、
各
々
が
身
支
度
を

整
え
て
本
部
エ
リ
ア
に
集
合
し
、
一
日
が
始
ま
り

ま
す
。

　

７
時
に
は
全
員
集
合
し
、
朝
食
を
摂
り
ま
す
。

昨
日
の
夕
食
同
様
、
数
人
で
炊
事
場
ま
で
料
理
を

受
け
取
り
に
行
き
、
各
自
で
皿
に
盛
り
、
い
た
だ

き
ま
し
た
。

村人と協力し
貯水槽増設作業を行う

ペ ン キ 塗 り

隣 村 の 小 中 学 校 訪 問
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で
、
最
初
の
ひ
と
浴
び
は
非
常
に
冷
た
く
、
火
照

っ
て
開
い
た
毛
穴
が
一
瞬
で
縮
ま
る
の
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

学
生
含
め
、
全
員
が
シ
ャ
ワ
ー
を
終
え
て
本
部

に
集
合
。し
ば
し
の
談
笑
後
18
時
か
ら
夕
食
で
す
。

　

疲
れ
た
体
に
染
み
渡
る
献
立
の
数
々
。
食
事
中

に
そ
の
日
の
作
業
を
振
り
返
り
、
各
々
が
活
発
に

発
言
。
食
後
に
は
村
人
も
合
流
し
、
再
び
パ
ガ
ニ

ョ
語
の
レ
ッ
ス
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
も
若
さ
の
パ
ワ
ー
が
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
れ
、頭
の
柔
ら
か
い
学
生
た
ち
の
覚
え
は
早
く
、

昼
間
の
作
業
中
に
教
わ
っ
た
単
語
の
復
習
を
し
た

り
、
新
た
な
単
語
を
教
わ
れ
ば
す
ぐ
に
メ
モ
し
、

自
分
の
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
交
流
は
、
就
寝
準
備
の
21
時
ま
で

続
き
、
お
互
い
会
話
は
で
き
な
く
て
も
、
そ
こ
そ

こ
の
意
思
疎
通
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

22
時
、
満
天
の
星
に
見
守
ら
れ
就
寝
。
初
日
の

活
動
を
終
え
、
や
や
興
奮
気
味
で
し
た
が
、
眼
を

閉
じ
る
と
た
ち
ま
ち
襲
っ
て
く
る
睡
魔
に
抗
え
る

は
ず
も
な
く
、
み
な
、
い
つ
し
か
夢
の
中
へ
と
︙

他
で
は
得
ら
れ
な
い
︑
貴
重
な
経
験

　

こ
の
後
、
途
中
で
約
20
名
の
タ
イ
学
生
が
加
わ

り
、
力
を
合
わ
せ
て
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

15
日
間
で
貯
水
槽
増
設
が
完
了
、
建
物
の
修
繕
も

終
了
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
小
中
学
校
訪
問

な
ど
、
作
業
以
外
で
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｖ
Ａ
の
安
全
・
安
心
体
験
は
、
先

輩
の
メ
ン
バ
ー
や
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
長
い
時
間

を
か
け
て
活
動
し
、
現
地
の
方
々
の
信
頼
を
得
ら

れ
た
こ
と
で
可
能
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
を
含
め
た
参
加
者
一
同
、
先
達
に
感
謝
し
、

様
々
な
思
い
を
胸
に
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
と
て
も
身
近
に

感
じ
ら
れ
、
改
め
て
、
他
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
川
嶋
辰
彦
先

生
、
富
田
育
磨
氏
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝

申
し
上
げ
、
さ
ら
な
る
活
動
の
ご
発
展
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

養
よ う ほ う

蜂 箱 製 作

100kg の貯水槽部品を計 6 個も運び上げました

GONGOVA 本部前で記念撮影
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西日本支部  4月5日（金）

東日本支部
3月28日（木）

中 国 支 部
4月6日（土）

お 花 見お 花 見お 花 見お 花 見 写 真 館写 真 館写 真 館写 真 館2019201920192019

椿山荘

京 都  喜 S h i n 　 原 谷 苑

広島
平和記念公園

功 徳 院 ・ 大 分 本 院
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セコム ･ホームセキュリティのご案内

土屋 美幸（つちや みゆき）

■出身地：埼玉県朝霞市
■趣味：季節のお花めぐり、　
　　　　森林浴
　　　　■性格：明るく
　　　　フットワークが良い

【日時】  5 月 15 日 ( 水 ) 12：30 ～ 13：00
   16：00 ～ 16：30
 5 月 17 日 ( 金 ) 15：00 ～ 15：30
 6 月 15 日 ( 土 ) 12：30 ～ 13：00
   16：00 ～ 16：30
 6 月 18 日 ( 火 ) 15：00 ～ 15：30

【会場】  ＮＰＯりすシステム 北の丸グラスゲート 1F
　　　　東京都千代田区九段北 1-4-5

【最寄駅】東京メトロ半蔵門線 ･ 東西線 ･ 都営新宿線
　　　　　　  「九段下」駅 (3･5･7 番出口 ) 徒歩 5 分

【日時】 5 月 12 日 ( 日 ) 10：00 ～ 11：00
 6 月 12 日 ( 水 ) 10：00 ～ 11：00
【会場】りすセンター・新木場  東京都江東区新木場 4-6-13
【最寄駅】東京メトロ有楽町線 ･ ＪＲ京葉線 ･ 高速りんかい線

　　　　    「新木場」駅よりバス 8 分
　　　　　 ※新木場駅から送迎の用意があります

※参加希望の方はご連絡ください

東　

京

磯貝 香也子
（いそがい かやこ）
　　　アシスタント
■出身地：
埼玉県川口市
■趣味：ヨガ、旅行
■性格：明るく
プラス思考

ご自宅でお困りごとやご不安はございませんか？セコム・ホーム
セキュリティで皆様の安心・安全な暮らしのサポートをいたしま
す。使い方はとっても簡単！お気軽にご相談ください。

私
たちが

担
当します！

  
【日時】 5 月 10 日 ( 金 ) 14：00 ～ 15：00
  【会場】ＮＰＯりすシステム中部日本支部　
　名古屋市中村区名駅 3-13-28　名駅セブンスタービル 1211
　【最寄駅】  ＪＲ「名古屋」駅徒歩 5 分
　※参加希望の方はご連絡ください

名
古
屋

セコム・メディカルクラブ
セコムでは契約された方への生活安心サービス
として「セコム・メディカルクラブ」を設けて
います。24 時間 365 日豊富な経験を持つ看護
師が対応する電話健康相談サービスや、医療機
関情報の検索サービスなど、健康に役立つ情報
を契約者の方々に提供しています。わざわざ病
院に行くほどではないけれど、健康上のちょっ
とした不安があるときなどこのサービスをご利
用ください！

耳より
情報！

日頃から健康や防犯に気を付けていても、突然何が起こるかわかりません。
りすシステムが推奨する「セコム・ホームセキュリティ」は、24 時間 365 日
休みなく、あなたの「もしもの時」に対処します。救急通報、センサーによる
安否見守りサービス・防犯・火災・非常通報等に対応し、電話の応答がない場
合はセコム株式会社の緊急対処員がただちに駆けつけます。異常があった場合
には 119 番と同時にりすシステムに連絡が入ります。いのちと暮らしを守る
ため「セコム・ホームセキュリティ」の設置をお勧めします。

セコム説明会のご案内

室内の人の動きをセンサーで確
認。一定時間動きが確認できな
ければ、異常事態が発生したと
判断し、セコムが対応します。

急病時などは、ペンダン
ト型の「マイドクター」
を握るだけで、救急信号
がセコムに伝わります。

Xperia Hello!
（エクスペリア ハロー）
もう一人家族がいるような
安心感で、声でセキュリティ
の操作もできる、コミュニ
ケーションロボットです。

※別途ご購入頂くものとなります

ヨガ、旅行

　　　　森林浴
　　　　■性格：明るく
　　　　フットワークが良い

  
【日時】〈生前契約説明会終了後〉
  5 月  7 日 ( 火 ) 12：00 頃～ /15：30 頃～
  6 月  7 日 ( 金 ) 12：00 頃～ /15：30 頃～
　　　　〈談話サロン終了後〉
   6 月 23 日 ( 日 ) 14：15 ～ 15：00
  【会場】ＮＰＯりすシステム西日本支部
　大阪市北区東天満 1-10-14　MF 南森町 2 ビル４F
　【最寄駅】  地下鉄谷町線／堺筋線　「南森町」駅徒歩 3 分

　　　　　　ＪＲ東西線　「大阪天満」駅徒歩 1 分
　＊生前契約説明会・談話サロン終了後、セコム担当
　者が機器の操作方法、契約時や月々の費用、工事について
　等の説明をいたします。参加希望の方はご連絡ください。

大
阪
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▽
日　

時
：
5
月
12
日
（
日
）
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　

6
月
12
日
（
水
）
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　

※
毎
月
12
日
に
行
い
ま
す

▽
締　

切
：
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
新
木
場
駅
か
ら
送
迎
の
用
意
が
あ
り
ま
す

※
Ai
（
死
亡
時
画
像
診
断
）
装
置
の
見
学
も
で
き
ま
す

▽
日　

時
：
5
月
23
日
（
木
）
12
時
～
14
時

　
　
　
　
　

6
月
23
日
（
日
）
12
時
～
14
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
西
日
本
支
部

▽
参
加
費
：
５
０
０
円
（
軽
食
を
ご
用
意
し
ま
す
）

▽
締　

切
：
３
日
前
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い

▽
日　

時
：
5
月
15
日
（
水
）
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　

6
月
19
日
（
水
）
13
時
～
15
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
西
日
本
支
部

▽
締　

切
：
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す

   

東
日
本
支
部  

り
す
セ
ン
タ
ー
・
新
木
場
見
学
会

西
日
本
支
部

談
話
サ
ロ
ン

西
日
本
支
部

法
律
相
談

▽
日　

時
：
5
月
20
日
（
月
）
10
時
～
16
時

　
　
　
　
　

6
月
20
日
（
木
）
10
時
～
16
時

　
　
　
　
　

※
毎
月
20
日
に
行
い
ま
す

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
東
日
本
支
部
（
本
部
）

　
　
　
　
　

北
の
丸
グ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
１
階

▽
担　

当
：

　

森　

妙
子
（
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

生
前
契
約
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

　

松
島
如
戒
（
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

杉
山　

歩
（
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
理
事
）

　

末
藤
康
宏
（
り
す
ネ
ッ
ト
不
動
産
事
業
部  

部
長

　
　
　
　
　
　

宅
地
建
物
取
引
士

　
　
　
　
　
　

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▽
締　

切
：
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▽
日　

時
：
5
月
22
日
（
水
）
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　

6
月
24
日
（
月
）
13
時
～
15
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
東
日
本
支
部
（
本
部
）

　
　
　
　
　

北
の
丸
グ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
5
階

▽
担　

当
：
長
谷
川
範
子
弁
護
士

▽
締　

切
：
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

東
日
本
支
部

暮
ら
し
の
よ
ろ
ず
相
談
会

東
日
本
支
部

法
律
相
談

《
お
知
ら
せ
》
ど
の
支
部
の
行
事
で
も
参
加
で
き
ま
す
︒
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
︒

　
例
会
・
サ
ロ
ン

▽
日　

時
：
6
月
6
日
（
木
）  

11
時
～

▽
集　

合
：
札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
1
階

　
　
　
　
　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
前
に
11
時
集
合

▽
会　

場
：
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｄ
Ａ
Ｆ
Ｎ
Ｅ

　
　
　
　
　
（
レ
ス
ト
ラ
ン  

ダ
フ
ネ
）

▽
参
加
費
：
３
０
０
０
円　

▽
締
切
：
５
月
31
日（
金
）

※
お
申
込
み
の
方
に
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

四
国
支
部
　
　
　
例
会

大
街
道
散
策
と
カ
フ
ェ
＆
蕎
麦
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

▽
日　

時
：
5
月
25
日
（
土
）
13
時
～

▽
集　

合
：
四
国
支
部
事
務
所
に
13
時
集
合

▽
会　

場
：
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
＆
蕎
麦
ｓ
ｏ
ｖ
ａ
ｓ
ｏ
ｖ
ａ

▽
参
加
費
：
１
０
０
０
円
前
後

　
　
　
　
　
（
各
自
で
お
支
払
い
）

▽
締　

切
：
5
月
20
日
（
月
）

※
お
申
込
み
の
方
に
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
日　

時
：
5
月
22
日
（
水
）  

13
時
～
15
時

▽
会　

場
：
カ
ラ
オ
ケ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｕ

▽
参
加
費
：
6
０
０
円　

▽
締　

切
：
5
月
20
日
（
月
）

北
海
道
支
部
　
　
例
会

大
分
支
部
　
　
　
う
た
ご
え
サ
ロ
ン
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　　　  生前契約説明会
　　　私のおぼえがき講座
熊本
会場

●会場：くまもと県民交流館パレア
〒 860-8554 熊本市中央区手取本町 8 番 9 号
               テトリアくまもとビル  9 階 会議室 9

● 生前契約説明会
▽日時：5 月 29 日（水）、6 月 19 日（水）
　　　　7 月 17 日（水）
　　　　各回 13 時 30 分～ 15 時（開場 13 時）

● 私のおぼえがき講座　開催随時、要予約

施 設 見 学 会

埼玉県では珍しい、駅から徒歩圏内の自立と介護併
設型シニア向け住宅を見学します。昼食付です
▽日　時：6 月 20 日（木）11 時～
▽会　場：ライフ & シニアハウス所沢
　　　　　〒 359-1115 埼玉県所沢市御幸町 5-15
▽参加費：無料（昼食付）
▽定　員：15 名
▽締　切：定員になり次第、締め切ります
※お申込みの方に詳細をお知らせします

りす倶楽部の表紙画でおなじみ、弁護士・日本水彩画会会員の福井大海先生にご案内いただく恒例の『日本水彩展 
鑑賞会』を開催します。鑑賞会後、福井先生を交えての食事会を行います。皆さんのご参加をお待ちしております。

上野展終了後に開催される地方巡回展の鑑賞会も、福井大海先生にご案内いただきます。鑑賞後は先生を囲んで
のお茶会です。りすシステム代表・杉山も全日程に参加します。熊本展は、福岡・大分出発のツアーを企画中です

会　場：東 京 都 美 術 館 （上野）

集　合：美術館正門前 10 時集合
食事会：上野精養軒
参加費：3,000 円（入場料・昼食代）
締　切：定員になり次第、締め切ります

※お申込みの方に詳細をお知らせします

仙 台 展  7 月 8 日 （月） 会場：せんだいメディアテーク
名古屋展 7 月 17 日 （水） 会場：愛知県立美術館
広 島 展  8 月 9 日 （金） 会場：福屋八丁堀本店 8 階催場
神 戸 展  9 月 6 日 （金） 会場：兵庫県立美術館王子分館 
松 山 展  9 月 20 日 （金） 会場：愛媛県美術館
熊 本 展  10 月 2 日 （水） 会場：熊本県立美術館 本館

鑑賞会＆お茶会 各回 13 時開始予定
参加費 1,000 円（お茶代）地方巡回展 参加費 1,000 円（お茶代）

第 107 回
6 月 7 日（金）日本水彩展 鑑賞会＆食事会
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▼
K
さ
ん
（
74
歳
・
男
性
）
が
入
院
し

て
い
る
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

か
ら
、
退
院
後
の
生
活
に
つ
い
て
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

　

要
介
護
2
の
認
定
を
受
け
て
い
る
K

さ
ん
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
通
り
自
宅
で
暮
ら
し
た

い
と
の
希
望
だ
っ
た
の
で
、
入
浴
等
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
の
生

活
を
提
案
。
K
さ
ん
も
、
そ
れ
な
ら
と

い
う
こ
と
で
、
条
件
に
合
う
施
設
を
見

学
す
る
こ
と
に
な
り
、
付
添
い
の
依
頼

を
受
け
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
日
に
病
室
を
訪
ね
た
と
こ

ろ
、
額
に
絆
創
膏
を
貼
っ
た
K
さ
ん
の

出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。
聞
く
と
、
前

の
晩
ふ
ら
つ
い
て
転
倒
し
、
壁
に
額
を

ぶ
つ
け
擦
り
む
い
た
と
の
こ
と
。
入
院

中
に
体
力
が
低
下
し
ま
し
た
、
と
お
っ

し
ゃ
る
K
さ
ん
の
足
元
に
注
意
し
な
が

ら
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
後
K
さ
ん
は
、「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
夜
の

転
倒
の
こ
と
も
あ
り
、
一
人
暮
ら
し
が

不
安
に
な
っ
た
の
で
、
施
設
入
居
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
し
な
が
ら
、
条
件
に
合
っ
た
施
設

を
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

費
用
の
負
担
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
と

の
こ
と
な
の
で
、
介
護
保
険
の
負
担
限

度
額
認
定
の
申
請
を
し
ま
し
た
。

　

病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
も

連
絡
を
取
り
合
っ
て
情
報
を
共
有
し
、

退
院
の
時
期
を
少
し
延
ば
せ
る
よ
う
、

主
治
医
と
調
整
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。K

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施
設

が
一
日
も
早
く
見
つ
か
る
よ
う
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
施
設
の
相
談
員
な

ど
と
連
携
し
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
を
続

け
ま
す
。

　

ご
近
所
や
友
人
と
の
強
い
結
び
つ
き

が
あ
る
I
さ
ん
の
こ
と
、
新
し
い
環
境

に
馴
染
め
る
か
、
よ
く
考
え
た
ほ
う
が

い
い
で
す
よ
と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、

「
何
十
年
も
、
こ
こ
を
終
の
棲
家
と
し

て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
が
、
痛
み
に
耐

え
て
過
ご
す
う
ち
、
一
人
暮
ら
し
は
無

理
と
判
断
し
ま
し
た
」
と
。
決
心
は
堅

い
よ
う
で
し
た
。

　

改
め
て
I
さ
ん
の
希
望
を
お
聞
き

し
、「
り
す
シ
ス
テ
ム
が
信
頼
し
て
い

る
施
設
、
生
涯
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
施

設
、
退
院
後
、
自
宅
に
戻
ら
ず
、
そ
の

ま
ま
入
居
で
き
る
施
設
」
を
探
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

い
く
つ
か
の
施
設
を
I
さ
ん
に
紹
介

し
た
と
こ
ろ
、
サ
ク
ラ
が
好
き
な
I
さ

ん
ら
し
く
、
近
く
に
桜
並
木
の
あ
る
施

設
を
選
び
ま
し
た
。
入
院
中
に
入
居
契

約
に
関
す
る
手
続
き
を
進
め
、
I
さ
ん

と
施
設
ス
タ
ッ
フ
と
の
面
談
に
立
ち
会

い
ま
し
た
。

　

退
院
の
日
に
は
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
の

手
も
借
り
て
、
I
さ
ん
の
入
居
と
引
っ

越
し
作
業
を
同
時
に
行
い
ま
し
た
。
施

設
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、「
引
っ
越
す
前
に
、

▼
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し
、
17
年
が

経
過
し
た
Ｉ
さ
ん
（
93
歳
・
女
性
）。

20
年
前
に
ご
主
人
に
先
立
た
れ
、
自
宅

で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
ま
で
趣
味
に
い
そ
し
み
、
身
体

を
動
か
す
こ
と
も
厭
わ
な
い
活
動
的
な

暮
ら
し
で
し
た
が
、
昨
秋
あ
た
り
か
ら

通
院
サ
ポ
ー
ト
の
依
頼
が
増
え
、
腰
痛

で
受
診
し
た
結
果
、
脊
柱
管
狭
窄
症
と

の
診
断
で
し
た
。

　

担
当
医
に
、「
年
齢
を
考
え
手
術
は

す
す
め
ら
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
、
コ
ル

セ
ッ
ト
を
付
け
て
様
子
を
見
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
襲
っ
て
く

る
痛
み
で
、
以
前
の
よ
う
に
動
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
I
さ
ん
か
ら
、
一
人
暮
ら
し

は
難
し
い
の
で
、
施
設
入
居
を
検
討
し

た
い
と
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。「
痛

み
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
、
手
術
を
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
退
院
後
し
ば
ら

く
は
車
椅
子
で
の
生
活
に
な
る
と
思
う

の
で
、
施
設
へ
の
転
居
や
引
越
し
の
サ

ポ
ー
ト
も
お
願
い
し
た
い
」と
の
こ
と
。

東
日
本
支
部

活
動
記

支
部

北
海
道
・
北
日
本
支
部
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長
年
暮
ら
し
た
こ
の
街
で
昼
食
を
と
り

ま
せ
ん
か
」
と
の
提
案
が
あ
り
、
愛
着

の
あ
る
街
で
、
久
し
ぶ
り
の
外
食
を
楽

し
む
I
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
な
昼
食

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
入
居
後
、
I
さ
ん
は
リ
ハ
ビ
リ

に
励
み
、「
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
、

自
分
で
や
り
た
い
」
と
前
向
き
で
す
。

歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
散
歩
や
食

事
に
行
き
ま
し
ょ
う
ね
と
話
し
て
い
ま

す
。

　

新
天
地
で
見
る
桜
は
、
I
さ
ん
の
目

に
ど
う
映
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も

施
設
と
連
携
し
な
が
ら
、
契
約
家
族
と

し
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

▼
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し
、
ケ
ア
ハ

ウ
ス
で
暮
ら
し
始
め
て
か
ら
15
年
に
な

る
R
さ
ん
（
86
歳
・
女
性
）。

　

先
ご
ろ
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
開
設
15
周
年

の
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、「
こ
こ
で
の
暮

ら
し
も
15
年
に
な
り
、
こ
の
年
ま
で
生

き
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
R
さ
ん
は
、
持
病
の
糖
尿
病

　
中
部
日
本
支
部

は
小
康
状
態
で
す
が
、
腰
や
ひ
ざ
の
痛

み
で
歩
行
困
難
と
な
り
、
外
出
も
ま
ま

な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
フ
レ
イ
ル
の
状

態
で
す
。

　

施
設
長
か
ら
も
、「
今
年
に
な
っ
て

急
に
生
活
レ
ベ
ル
が
低
下
し
ま
し
た
。

こ
の
状
態
だ
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
生
活

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
介
護
保
険
の

区
分
変
更
を
申
請
し
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
転
居
を
検
討
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
特
養
へ
の
転
居
を
目
的
と

し
て
、
介
護
保
険
の
区
分
変
更
手
続
き

を
行
い
、
結
果
を
待
っ
て
い
ま
す
。
並

行
し
て
R
さ
ん
の
希
望
に
合
う
施
設
を

見
学
し
、
入
居
申
込
み
を
済
ま
せ
ま
し

た
。
通
院
も
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
往

診
し
て
く
れ
る
病
院
を
探
し
、
そ
の
病

院
へ
の
初
回
受
診
の
付
添
い
と
、
訪
問

診
療
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

介
護
度
が
上
が
る
の
は
マ
イ
ナ
ス
で

す
が
、
今
よ
り
手
厚
い
介
護
が
受
け
ら

れ
る
と
前
向
き
に
と
ら
え
、
R
さ
ん
が

穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

行
し
た
と
こ
ろ
、
H
さ
ん
は
Ｓ
Ｃ
Ｕ

（Stroke Care U
nit

、脳
卒
中
治
療
室
）

へ
運
び
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

担
当
医
に
、「
医
療
上
の
判
断
に
関

す
る
事
前
意
思
表
示
書
」
を
示
し
、
こ

れ
に
沿
っ
た
治
療
を
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
、
身
元
引
受
保
証
人
と
し
て
、
入

院
手
続
き
、
入
院
保
証
金
の
支
払
い
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
H
さ
ん
の
自
宅
へ
伺
い
、

保
険
証
や
服
用
中
の
薬
の
回
収
、
洗
濯

物
の
取
込
み
、
生
ご
み
の
処
分
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
や
コ
ー
プ
の
配

食
を
一
時
停
止
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
、
居
宅
介
護
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
連
絡
し
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
は
意
識
不
明
瞭
で
、
会
話

も
で
き
な
い
状
態
の
H
さ
ん
で
し
た

が
、
1
週
間
が
経
過
し
た
頃
に
は
一
般

病
棟
へ
移
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
退
院
後
の
生
活
に
つ
い
て
、

H
さ
ん
、
主
治
医
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
り
す
シ

ス
テ
ム
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
の
自
立
生
活
に
戻
れ
な
い
場

※
フ
レ
イ
ル

　
人
は
年
を
取
る
と
段
々
と
体
の
力
が
弱

く
な
り
、
外
出
す
る
機
会
が
減
り
、
病
気

に
な
ら
な
い
ま
で
も
手
助
け
や
介
護
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
心
と
体
の
働
き
が
弱
く

な
っ
て
き
た
状
態
を
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

と
呼
び
ま
す（
東
京
都
医
師
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。

▼
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
木
彫
り

の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
H
さ
ん

（
88
歳
・
女
性
）
は
、
講
師
退
任
後
、

り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し
ま
し
た
。

　

3
年
ほ
ど
前
に
入
院
、
療
養
の
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
、自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

見
守
り
訪
問
に
伺
っ
た
際
も
、
お
元
気

に
暮
ら
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
H
さ
ん
が
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
買
い
物
中
に
倒
れ
、
救
急
搬
送

さ
れ
た
と
の
連
絡
が
店
舗
の
担
当
者
か

ら
入
り
ま
し
た
。
バ
ッ
グ
の
中
の
「
緊

急
連
絡
カ
ー
ド
」
を
見
つ
け
、
電
話
を

下
さ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
搬
送
先
へ
急

　
西
日
本
支
部
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合
、
施
設
入
居
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
H
さ
ん
の
希
望
に

沿
っ
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
契
約
家

族
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

▼
深
夜
1
時
頃
、
り
す
セ
ン
タ
ー
・
新

木
場
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
S
さ

ん
（
83
歳
・
男
性
）
が
亡
く
な
っ
た
と

の
知
ら
せ
が
奥
さ
ん
か
ら
入
っ
た
と
の

こ
と
。
奥
さ
ん
か
ら
数
日
前
に
、「
入

院
中
の
主
人
の
容
体
が
思
わ
し
く
な
い

の
で
、万
一
の
場
合
は
お
電
話
し
ま
す
」

と
の
連
絡
を
も
ら
っ
て
い
た
矢
先
の
こ

と
で
し
た
。

　

状
況
確
認
の
た
め
、
ま
ず
病
院
に
電

話
し
た
と
こ
ろ
看
護
師
に
、「
処
置
は

終
わ
っ
て
い
ま
す
。
ご
遺
体
の
お
引
取

り
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
霊
安
室
で
の
一
時
安
置
が
可
能
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
病

院
で
は
、
そ
う
は
い
か
な
い
と
の
こ
と

で
、
お
迎
え
の
車
を
手
配
。

　

奥
さ
ん
に
も
電
話
し
、「
30
分
ほ
ど

で
お
迎
え
の
車
が
到
着
し
ま
す
。
夜
中

で
す
か
ら
、
い
っ
た
ん
ご
自
宅
に
戻
っ

　
中
国
支
部

て
、
少
し
お
休
み
に
な
っ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
夜
が
明
け
た
ら
、
ま
た
ご

連
絡
し
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

翌
早
朝
、
葬
儀
社
に
向
か
っ
た
と
こ

ろ
、
既
に
奥
さ
ん
が
い
ら
し
て
お
り
、

「
自
宅
に
い
て
も
落
ち
着
か
な
い
の
で
、

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。身
内
を
呼
ん
で
、

納
棺
に
立
ち
会
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う

か
」
と
の
こ
と
。
企
画
書
に
よ
る
と
、

S
さ
ん
は
通
夜
・
葬
儀
不
要
、
花
と
炉

前
経
を
希
望
、
そ
の
他
の
こ
と
は
身
内

と
相
談
し
て
決
め
て
欲
し
い
、
と
の
こ

と
だ
っ
た
の
で
、
身
内
の
方
に
も
来
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

夕
刻
の
納
棺
ま
で
、
S
さ
ん
と
身
内

の
皆
さ
ん
が
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
和
室
を
用
意
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
納
棺
に
は
遠
方
に
住
む
息

子
さ
ん
、
姪
御
さ
ん
、
兄
弟
の
方
が
立

ち
会
い
、S
さ
ん
と
お
別
れ
し
ま
し
た
。

　

死
後
事
務
は
企
画
書
に
沿
っ
て
行
い

ま
す
が
、
年
月
と
と
も
に
気
持
ち
が
変

わ
っ
た
り
、
記
載
内
容
に
変
更
が
生
じ

た
り
し
ま
す
。
企
画
書
は
い
つ
で
も
見

直
し
、
変
更
が
で
き
ま
す
の
で
、
何
か

あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。

▼
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
暮
す
Ｔ
さ
ん（
81
歳
・

男
性
）
か
ら
、「
入
院
・
手
術
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
保
証
を
お
願
い
し
ま

す
。
25
日
の
『
な
ん
で
も
談
話
室
』
に

書
類
を
持
参
す
る
の
で
、
サ
イ
ン
し
て

下
さ
い
。
入
院
日
は
26
日
、
手
術
は
27

日
で
す
が
、
手
術
立
会
い
も
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

25
日
に
書
類
に
サ
イ
ン
し
、
手
術
内

容
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア

の
手
術
と
の
こ
と
で
、
手
術
日
に
病
院

へ
出
向
き
ま
し
た
。

　

手
術
当
日
、
看
護
師
か
ら
、「
右
が

悪
い
の
で
こ
ち
ら
の
処
置
を
し
ま
す

が
、
左
も
開
け
て
み
て
、
必
要
な
ら
処

置
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
片
方
で
2
時

間
、両
方
で
す
と
4
時
間
く
ら
い
で
す
」

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

待
機
す
る
こ
と
約
2
時
間
で
手
術
が

終
了
。
執
刀
医
か
ら
、「
右
の
処
置
の

み
で
終
了
し
ま
し
た
。
左
は
処
置
の
必

要
が
な
く
そ
の
ま
ま
閉
じ
ま
し
た
が
、

発
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
明
日
、

退
院
で
き
ま
す
が
、
重
い
も
の
を
持
た

　
四
国
支
部

な
い
、
力
ま
な
い
、
腹
筋
な
ど
の
運
動

は
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

麻
酔
か
ら
覚
め
た
T
さ
ん
は
病
室

で
、「
遠
方
か
ら
来
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
助
か
り
ま
し
た
。
趣
味
の
カ

ラ
オ
ケ
も
、
腹
圧
が
か
か
る
の
で
当
分

は
我
慢
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
お
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　
「
住
ん
で
い
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
自
立

型
で
、
要
介
護
と
な
れ
ば
転
居
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
生
活
習
慣

や
食
事
に
気
を
配
り
、
寝
込
ま
な
い
よ

う
、
骨
折
し
な
い
よ
う
、
こ
こ
で
長
く

生
活
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と

の
こ
と
で
す
。

▼
本
誌
第
２
６
２
号
２
０
１
８
年
6
月

号
で
紹
介
し
た
、
Y
さ
ん
（
85
歳
・
女

性
）
の
そ
の
後
で
す
。

　

昨
年
5
月
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
へ
入
院

し
た
Y
さ
ん
は
、
主
治
医
か
ら
、「
余

命
は
明
日
か
も
知
れ
な
い
し
、
半
年
後

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、入
院
か
ら
7
ケ
月
経
過
し
ま
し
た
。

　
九
州
支
部
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血
液
検
査
後
の
病
状
説
明
で
は
、
主
治

医
も
驚
く
ほ
ど
、
が
ん
の
進
行
は
緩
や

か
で
し
た
。

　
「
治
療
の
選
択
肢
は
あ
り
ま
す
。
気

持
ち
の
変
化
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
言
っ

て
下
さ
い
」と
の
主
治
医
の
言
葉
に
も
、

当
初
か
ら
「
手
術
も
積
極
的
な
治
療
も

し
な
い
」
と
決
め
て
い
た
Y
さ
ん
の
意

思
は
、
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
長
期
に
及
ん
だ
入
院
生
活

に
、「
私
っ
て
結
構
し
ぶ
と
い
わ
ね
ぇ
。

で
も
先
が
見
え
な
い
生
活
は
、
辛
い
も

の
で
す
」
と
、
胸
の
内
を
明
か
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
可
能
な
ら
、
退
院
し
て

施
設
で
暮
ら
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、「
前

の
ホ
ー
ム
に
は
戻
り
た
く
な
い
け
れ

ど
、
今
の
環
境
は
変
え
た
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、
主
治
医
の
同
意
を
得

て
、
介
護
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

り
す
で
、
役
所
の
手
続
き
、
認
定
調

査
の
立
会
い
、
施
設
見
学
の
付
添
い
を

行
い
、
昨
年
末
に
入
居
準
備
が
完
了
。

年
明
け
早
々
に
退
院
し
て
入
居
出
来
る

こ
と
に
な
り
、
Y
さ
ん
も
心
待
ち
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
退
院
予
定
日
の
朝
、
Y
さ

ん
は
体
調
不
良
を
訴
え
、
退
院
は
見
送

ら
れ
ま
し
た
。
興
奮
気
味
の
ワ
ク
ワ
ク

感
が
災
い
し
、
具
合
が
悪
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
し
ら
と
苦
笑
い
の
Y
さ
ん

で
し
た
が
、数
日
経
っ
て
も
回
復
せ
ず
、

準
備
万
端
整
え
て
あ
っ
た
施
設
入
居
も

キ
ャ
ン
セ
ル
し
、荷
物
も
解
き
ま
し
た
。

　

容
体
は
徐
々
に
悪
化
し
、
ト
イ
レ
に

行
く
の
も
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
、
気

丈
な
Y
さ
ん
は
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
使
お

う
と
せ
ず
、
転
倒
防
止
に
と
設
置
し
た

セ
ン
サ
ー
の
取
り
外
し
を
希
望
し
ま
し

た
。
そ
れ
な
ら
と
、看
護
師
の
巡
回（
お

声
が
け
）
の
回
数
を
増
や
し
て
も
ら

い
、
Y
さ
ん
が
食
べ
た
い
と
お
っ
し
ゃ

る
品
々
を
携
え
、
可
能
な
限
り
面
会
に

伺
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
食
べ
物
も
残

し
が
ち
に
な
り
、
眠
っ
て
い
る
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
た
あ
る
日
、
病
院
か

ら
、「
血
圧
が
低
下
し
て
き
ま
し
た
。

Y
さ
ん
が
、
り
す
シ
ス
テ
ム
に
お
礼
を

言
い
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
」

と
の
連
絡
が
あ
り
急
行
。
待
っ
て
い
て

下
さ
っ
た
Y
さ
ん
の
手
を
握
っ
た
と
こ

ろ
、
最
期
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
安
ら
か
な
旅
立
ち

で
し
た
。

　

Y
さ
ん
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

撒
骨
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。今
ご
ろ
、

い
つ
も
見
せ
て
く
れ
て
い
た
笑
顔
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
旅
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

▼
E
さ
ん
（
89
歳
・
女
性
）
宅
を
見
守

り
訪
問
で
伺
い
ま
し
た
。
今
回
は
介
護

認
定
調
査
の
立
会
い
を
兼
ね
て
い
ま

す
。

　
「
段
ボ
ー
ル
の
山
で
、
廊
下
も
歩
け

な
い
く
ら
い
散
ら
か
っ
て
い
る
」
と
の

こ
と
で
、「
認
定
調
査
が
終
わ
る
ま
で

は
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
で
す
よ
」
と
伝

え
ま
し
た
が
、
当
日
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

き
れ
い
に
片
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

E
さ
ん
は
認
定
調
査
員
の
質
問
に

は
っ
き
り
と
受
け
答
え
し
、
生
活
動
作

も
困
ら
な
い
程
度
に
で
き
て
い
ま
し

　
大
分
支
部

た
。
主
治
医
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
受
け
た

認
知
症
の
テ
ス
ト
も
１
０
０
点
と
、
問

題
な
し
。

　

現
状
で
は
、
介
護
、
支
援
の
認
定
は

難
し
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

調
査
員
は
日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い
か
な
ど
、
時
間
を
か
け
、
丁
寧
に
E

さ
ん
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。
E
さ
ん

は
、「
食
事
の
用
意
、
洗
い
も
の
、
片

づ
け
が
面
倒
に
な
り
宅
配
弁
当
を
と
っ

て
い
る
が
、
そ
の
手
配
も
億
劫
に
な
っ

て
き
た
。
風
呂
掃
除
や
入
浴
も
、
一
人

で
は
怖
く
、
不
安
で
入
浴
で
き
な
い
、

シ
ャ
ン
プ
ー
は
美
容
院
で
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
」な
ど
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

調
査
後
、
調
査
員
か
ら
り
す
シ
ス
テ

ム
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
質
問
が
あ
る
と

の
こ
と
で
、
1
階
ロ
ビ
ー
で
お
話
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。「
鍋
を
焦
が
し
た
こ

と
は
？
」
→
「
調
理
を
し
な
い
の
で
、

ガ
ス
は
使
用
し
な
い
」「
レ
ン
ジ
の
調

整
が
で
き
ず
、
加
熱
し
す
ぎ
た
こ
と

は
？
」
→
「
温
め
し
か
し
な
い
の
で
、

な
い
」
等
々
。

　
「
具
体
的
な
失
敗
談
な
ど
あ
れ
ば
、

お
聞
き
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
ご
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本
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
範
囲
で
調
査
報

告
書
類
を
お
書
き
し
ま
す
。
認
定
さ
れ

る
か
ど
う
か
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
、

結
果
を
お
待
ち
下
さ
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

▼
前
出
の
E
さ
ん
、
O
さ
ん
（
84
歳
・

女
性
）
と
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
B
」
の
見
学
・
昼
食

体
験
に
出
か
け
ま
し
た
。

O
さ
ん
は
自
立
し
た
暮
ら
し
を
し
て

い
ま
す
が
、
体
調
が
悪
い
と
き
の
家
事

手
伝
い
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
B
」
の
特
徴
は
、

①
大
分
市
街
地
に
あ
り
、
7
時
～
21
時

ま
で
の
長
時
間
の
対
応（
短
時
間
も
可
）

②
食
事
を
作
る
の
が
億
劫
、
配
食
の
弁

当
は
飽
き
た
な
ど
の
悩
み
に
こ
た
え
、

朝
昼
夕
（
お
や
つ
）
の
食
事
提
供

③
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
感
覚
の
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム

④
介
護
保
険
で
対
応
出
来
な
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
（
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
で
も
利
用
可
）
と
、
E
さ

ん
、
O
さ
ん
に
十
分
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

そ
う
で
し
た
。

　

当
日
は
施
設
の
送
迎
が
あ
り
、
カ

フ
ェ
の
よ
う
な
空
間
に
通
さ
れ
、
カ
ウ

ン
タ
ー
奥
の
キ
ッ
チ
ン
で
調
理
さ
れ
た

ば
か
り
の
食
事（
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
：

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
・
オ
ム
レ
ツ
・
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
・
フ
ル
ー
ツ
）
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。家
庭
的
な
優
し
い
味
付
け
で
、

思
い
が
け
な
い
（
失
礼
）
美
味
で
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
B
」
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
『
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
』
で
、

正
に
そ
れ
を
実
感
で
き
る
施
設
。代
表
、

ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気
が
感
じ
ら
れ
、
お

し
ゃ
べ
り
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

後
日
O
さ
ん
か
ら
、「
お
い
し
い
食

事
を
い
た
だ
き
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
く
て
も
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
こ
と
を
知
り
安
心
し
ま
し
た
。
見

学
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
の
電
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
認
定
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
い

た
E
さ
ん
か
ら
は
、
要
支
援
1
に
認
定

さ
れ
た
と
の
連
絡
が
入
り
、
今
後
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き
を
進
め
ま

す
。

な
ん
で
も
談
話
室
だ
よ
り

3
月
19
日
︵
火
︶　
東
日
本
支
部

黒
澤
淑
子

り
す
シ
ス
テ
ム  

生
前
契
約
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

　

霞
か
雲
か
弥
生
の
空
。
花
霞
や
花

曇
り
は
さ
て
お
き
、
春
は
ど
こ
か
調

子
を
狂
わ
せ
る
？
「
近
頃
少
し
お
か

し
く
な
っ
た
な
」
と
心
配
す
る
事
が

多
い
。
物
忘
れ
が
特
に
多
く
な
っ
て
。

　
「
だ
か
ら
書
い
て
お
い
た
の
に
、

そ
れ
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
て
」
落
ち
着
い

て
考
え
れ
ば
、「
こ
こ
に
あ
り
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
忘
れ
た
だ
け
ね
」
こ

れ
は
、
寄
る
年
波
が
ヒ
タ
ヒ
タ
と
迫

り
来
る
自
然
現
象
だ
そ
う
で
す
。

　

日
頃
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
努
力

さ
れ
た
話
を
し
て
下
さ
る
と
、
身
を

乗
り
出
し
て
頷
き
ま
す
。
こ
れ
が

年
齢
に
よ
る
老
化
と
分
か
り
、
一
安

心
し
た
と
こ
ろ
で
美
味
し
い
お
昼
で

す
。

　

こ
れ
がbrunch

に
な
る
と
い
う

方
も
お
出
で
か
な
と
思
い
な
が
ら
、

次
の
話
題
は
「
西
東
京
ブ
ラ
ン
チ

branch
」。
西
東
京
と
い
っ
て
も
埼

玉
県
に
あ
り
ま
す
。「
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
」
も
千
葉
県
で
す
ね
。

　

り
す
シ
ス
テ
ム
の
「
ブ
ラ
ン
チ
」

は
、
り
す
、
利
用
者
の
方
々
、
地
域

の
方
々
が
、
り
す
の
理
念
を
紡
ぎ
繋

い
で
い
く
拠
点
で
す
。

　

西
東
京
ブ
ラ
ン
チ
の
近
く
に
お
住

い
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ブ
ラ
ン
チ
を

お
訪
ね
下
さ
い
。
き
っ
と
、
り
す
シ

ス
テ
ム
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

西 東 京 ブ ラ ン チ
〒 359-0024 埼玉県所沢市下安松 443-32
Tel  03-5275-1311　Fax  04-2935-7480
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「地球に恩返し基金」 に寄附をいただき、ありがとうございました

私たちの生命を育んでくれている地球 !! このやさしい地球に
少しでも恩返しをして、次世代に美しい地球を残しませんか。
皆さまのご寄附で「地球に恩返しの森」に植樹ができ、銘板に
あなたのお名前が刻まれます。

※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の
方は　「ペンネーム」を明記の上、「ご依頼人欄」には必ずお名前をご記入ください。

地 球 に 恩 返 し 運 動 に つ い て

地球に恩返し運動本部

NPO りすシステム
NPO 地球に恩返しの森づくり推進機構

連絡先：TEL.03-5215-2383

● 郵便局から振り込む場合

郵便局口座番号：00140-7-743432
加入者：地球に恩返し基金

● 他行からゆうちょ銀行に振込む場合
店名：〇一九（ゼロイチキュウ）
種目：当座　口座番号：0743432
加入者：地球に恩返し基金

地球に恩返し
基金振込先

NPO 地球に恩返しの森づくり推進機構

　※ 2019 年 3 月 1 日 ～ 3 月 31 日の期間、13 名の方から寄附をいただきました。

地球に恩返し　シャツ・ポロシャツT

■定　価：2,000 円（税・送料込み）■サイズ：Ｓ・Ｍ・Ｌ

■カラー：ホワイト・ピンク・イエロー・ライトグリーン・ライトブルー

　シャツT

ポロシャツ
■定　価：2,500 円（税・送料込み）■サイズ：Ｓ・Ｍ・Ｌ・LL・3L

■カラー：ピンク・ネイビーブルー

カラフルでかわいいロゴ付きの〈特製 T シャツ・ポロシャツ〉です。

お買い上げ金額の一部を、りすシステムから「地球に恩返し基金」

へ寄附いたします。ご協力よろしくお願いいたします。通信販売も

承ります。ご希望の方は 0120-889-443 までご連絡下さい。

人
気のカラ ーです！

岩見　弘子さん （東京都大田区）
沖　文子さん （東京都北区）
上鶴　昭子さん （大分県大分市）
白石　三男さん （千葉県八千代市）

野口　博信さん （東京都豊島区）
藤田　佳奈代さん （東京都練馬区）
町井　輝美さん （東京都江戸川区）
山川　アヤ子さん （神奈川県川崎市）

村岡　彌太郎さん （大分県大分市）
村岡　美代さん （大分県大分市）

匿名 3 名　50 音順
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●生前契約説明会 ・ 私のおぼえがき講座●

発　行 ： りす倶楽部編集部　 〒 102-0073 東京都千代田区九段北 1-4-5-5F　TEL ： 03-3511-3277　　FAX ： 03-3511-3278

編集人 ： 杉山 歩　　　　　　　　E-mail  liss-system@seizenkeiyaku.org     URL  http://www.seizenkeiyaku.org

支　部 電話番号 生前契約説明会 私のおぼえがき講座

　北海道支部 011-756-4165 5 日 （1 月休み） 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

　北日本支部 022-797-2072 2 日 （1 月休み） 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

　東日本支部
0120-889-443

03-3511-3277

10 日
会場 ： 九段下

11 ： 00 ～ 13 ： 00 15 日
会場 ： 九段下

11 ： 00 〜 12 ： 30

14 ： 30 ～ 16 ： 30 14 ： 30 〜 16 ： 00

24 日 （3・9 月休み）
会場 ： 巣鴨

13 ： 00 ～ 15 ： 00

5 月 7 日、 6 月 7 日
会場 ： 横浜

10 ： 30 ～ 12 ： 30
5 月 29 日、 6 月 27 日

会場 ： 横浜
10 ： 30 ～ 12 ： 30

　中部日本支部 052-569-2254 25 日 13 ： 00 ～ 15 ： 00 随時開催

　西日本支部 06-6809-2289 7 日
10 ： 30 ～ 12 ： 00

26 日
10 ： 30 〜 12 ： 00

14 ： 00 ～ 15 ： 30 14 ： 00 〜 15 ： 30

　中国支部 082-568-1585 28 日 10 ： 30 ～ 12 ： 00 随時開催

　四国支部 089-933-5670 25 日 11 ： 00 ～ 12 ： 30 随時開催

　九州支部 092-738-2718 24 日 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

　大分支部 097-538-6263 27 日 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

２４時間３６５日いつでも りすセンター・新木場
０１２０- ３７３- ９５９ （海外からご利用の場合） +81-3-3522-5660

例会・見学会・談話サロン・法律相談のお申込み先

０１２０- ８８９- ４４３
生活支援テレホン

０１２０- ３３２- ２０６

● 談 話 サ ロ ン ●
　西日本支部

◎なんでも談話室は、開催時間中なら いつでも自由に参加できます。● な ん で も 談 話 室 ●

日時：	 5 月	 6	 日	（月）	 11 時～ 15 時	 会場：北海道支部事務所
※ 6 月 6 日（木）は例会です。詳しくは 8 ページのお知らせをご覧ください。

日時：	 5 月 30	 日	（木）	 11 時～ 15 時	 会場：北日本支部事務所
日時：	 6 月 30	 日	（日）	 11 時～ 15 時	 会場：北日本支部事務所

日時：	 5 月 17	 日	（金）	 11 時～ 15 時	 会場：北の丸グラスゲート 1 階
日時：	 6 月 18	 日	（火）	 11 時～ 15 時	 会場：北の丸グラスゲート 1 階

日時：	 5 月 10	 日	（金）	 13 時～ 15 時	 会場：中部日本支部事務所 1211 号室
日時：	 6 月 10	 日	（月）	 13 時～ 15 時	 会場：中部日本支部事務所 1211 号室

日時：	 5 月	 4	 日	（土）	 13 時～ 15 時	 会場：中国支部事務所
日時：	 6 月	 1	 日	（土）	 13 時～ 15 時	 会場：中国支部事務所

※ 5 月 25 日（土）は例会です。詳しくは 8 ページのお知らせをご覧ください。
日時：	 6 月 25	 日	（火）	 13 時～ 15 時	 会場：四国支部事務所

日時：	 5 月 30 日	（木）	 13 時～ 15 時	 会場：九州支部事務所
日時：	 6 月 29 日	（土）	 13 時～ 15 時	 会場：九州支部事務所

※ 5 月 22 日（水）はうたごえサロンです。詳しくは 8 ページのお知らせをご覧ください。
日時：	 6 月 24	 日	（月）	 13 時～ 15 時	 会場：大分支部事務所

　北海道支部

　東日本支部

　中部日本支部

　四国支部

　九州支部

　大分支部

　北日本支部

　中国支部

日時：	 5 月 23	 日	（木）	 12 時～ 14 時　会場：西日本支部事務所　詳しくは 8 ページ参照
日時：	 6 月 23	 日	（日）	 12 時～ 14 時　会場：西日本支部事務所　詳しくは 8 ページ参照

※くまもと県民交流館パレアでも「生前契約説明会」「私のおぼえがき講座」を開催します。詳しくは 9 ページを参照ください。


